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･･編集後記一

億兵庫県南都地震の特集は6-7月号の2冊に連続

掲載した.誌面の都合で,口絵は先月号にまとめ,

今月号では割愛した.先月号の第1都｢地震とテ

クトニクス｣も参照していただげれぼ幸いである.

勢先月号の巻頭言でも述べたように,この特集では

理学から工学にわたる多方面の方に参加していただ

いた.地震と震災を総合的にとらえるためには,い

ろいろな分野の協力が不可欠だと考えたからであ

る.地震そのものは瞬間的な出来事であるが,地盤

の特性に影響される地震動には地域の自然史が反映

される.マスコミなどで喧伝された“活断層"その

ものが被害をもたらすのではなく,家が地震断層を

またいでいるような場合は別として,建造物を破壊

するのは強い地震動である.地震動と地形･地質

･地盤が密接に関係していることは,例えば関東

大地震の震度分布からも明瞭であり,六号第2部

でも強調されている.被災地の復興や今後の地震災

害軽減策を考える上で,自然史の視点が重要である

ことは改めて言うまでもないが,問題はこのことが

市民レベルまで広く認識されているかどうかであろ

う.

合本号第2部に加え,この特集のもう一つの特徴

は第3部にある.本誌読者の多くが普段余りなじ

みが無いであろう工学分野の方にご協力を求め,建

築物の構造と被害の関係やi耐震設計の歴史などを解

説していただいた.1990年8月号の特集『地震と

地盤』と同様の趣旨である.編者としては,特に理

学分野の方に読んでいただければと思う.査読の段

階で気付いた点(例えば,地震地域係数)について

は,解説を追加していただき,読者の便宜をはかる

よう努めた.

禽故郷の村(群馬県南牧村)の依頼で3月4目,地

質と地震について講演した.雪にもかかわらず多く

の聴衆が来て下さり,講演内容やインタビュｰ記事

が新聞に大きく掲載されて,震災に対する人々の関

心の深さを再確認させられた.その後さらに,地方

誌からも依頼され,編集過程で考えたことを｢地震

･火山との共生｣として書いた(『上州路』7月号).

これらの依頼に短時間で応えられたのも,この特集

でお世話になった方々との議論に負うところが多い.

禽地震や震災について関心をもち始めた人を｢にわ

か地震学者｣と郡緑するむきもあるらしい.一方

で,全く関心を示さない研究者も少なくない.ひと

つの状況の両側面だろう.一般に｢専門家｣はその

分野の業績で評価を受ける.対象領域を広げるとそ

の分たけ時間と労力がさかれ,業績の低下につなが

る可能性がある.広い視野から発言できる｢専門家｣

は育ちにくい背景があり,学会の縦割り体質も変わ

っていない.今回の震災で｢専門家｣を｢専門バカ｣

と非難する声もあった.

禽学会･研究機関の縦割り構造や地震予知にかかわ

る既存の体制は,あれだけの震災を経ても微動だに

していないように見受けられる.責任ある立場の人

からさえ批判的な意見が聞かれるのに,その声が表

に出て来ないのは何故だろうか.

禽この特集は,2-3月に編集部独自の立場で企画し

た.本誌としても何か役に立つことをという気持ち

から慌しく出発した.時間的制約などで参加いただ

けなかった分野が残り,至らぬ点もあるかと思う.

読者諸氏のご批判ご意見をお願いして結びとした

し･.

(佐藤興平記)
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